
主要駅周辺に路上喫煙禁止区域を指定

岡崎駅周辺（約２ha）

環境美化啓発業務〔予算額 16,669千円〕
環境部環境保全課

自然共生係（23－6476）

財源内訳 一般財源 16,669千円

支出内訳 4款3項2目 環境推進費／委員報酬 56千円、費用弁償 7千円、普通旅費 28千円、消耗品費 771千円、印刷製本費 78千円、

看板製作等委託料 2,191千円、啓発チラシ配布委託料 129千円、路上喫煙等巡回監視委託料 4,982千円、企画運営委託料 750千円、

啓発物品製作委託料 320千円、情報通信使用料 7千円、喫煙所設置工事請負費 7,350千円

努力義務 助言・指導 勧告 命令 公表 代執行 罰金

歩きたばこ・空き地の雑草繁茂

ポイ捨て、路上喫煙（禁止区域のみ） （従わないとき） (改善しないとき）

ふん処理、宣伝物の回収、回収箱設置

不良（物品の堆積放置）な状態
（従わないとき） (改善しないとき） （公益に反するとき） 調査拒否

岡崎市全域

ポイ捨て等防止重点区域

路上の歩きたばこ禁止
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東岡崎駅周辺（約６ha）

喫煙所 喫煙所

路上喫煙禁止区域
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業務概要

ごみ散乱防止ネット・ごみ袋等の物品を町内会へ配布、ごみの分別排出方法の周知、資源物の持ち去り行為の防止

対策等を講じ、ごみステーションの適正な維持管理を図る。

ごみ分別アプリ（多言語対応）の導入

内容：ごみの分類の検索、居住地でのごみの排出日の通知、

市からのお知らせの通知

効果：従来の紙媒体に加えアプリを導入することにより啓発効果の向上

災害等、緊急時の積極的な情報伝達が可能な手段の提供

ごみステーション管理業務〔予算額 14,221千円〕
環境部ごみ対策課

資源循環促進係（23－6724）

財源内訳 一般財源 14,221千円

支出内訳 4款4項2目 塵芥処理費／特別旅費 60千円、消耗品費 7,075千円、印刷製本費 828千円、通信運搬費 186千円、看板製作委託料 2,485千円、

資源物持ち去り巡回監視委託料 2,543千円、ごみ組成分析委託料 490千円、資材配送委託料 500千円、ごみ分別促進アプリ導入委託料 54千円

アプリ画面イメージ
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新たな環境基本計画の策定を行います。

環境基本計画策定業務〔予算額 5,324千円〕
環境部環境政策課

環境施策係（23－6207）

財源内訳 一般財源 5,324千円

支出内訳 4款3項2目 環境推進費／環境基本計画策定委託料 5,324千円

・現在の環境基本計画は平成 11年３月に策定し、2020 年度が目標年となっています

・岡崎市総合計画に合わせ 2021 年度からの新たな計画を策定します

・環境の保全及び創造に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図ります

◆概要

◆現在の計画の施策体系 ◆スケジュール

平成 31 年度

計画の策定に向けた基礎調査等

・現計画における課題の整理・評価
・市民・事業者アンケートの実施

○課題抽出

○展望の調査・検討

○計画体系の整理

※2020 年度 計画の作成

自然とふれあい、魅力的な自由時間をすごせる

～エコライフ、エコシティ 岡崎～「環境共生都市 岡崎」

望ましい環境像（ビジョン）

①水と緑豊かな自然とふれあえるまちに

②良好な生活環境が確保されるまちに

③歴史と文化を育む風格あるまちに

④地球環境に配慮するまちに

⑤環境を考え実践するまちに

環

境

目

標
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